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２．落合中山道地区 

（1）落合中山道地区の景観特性 

落合宿地区 

■落合宿のまちなみ 

落合宿には本陣建物が現存し、宿の出入り口には枡形や

常夜燈が設けられており、町中に宿場町イメージが現存

します。宿場町の記憶が残る建物が現存する一方で、そ

の宿場町のイメージと異なる新しい建物も並んでいます。 

 

■街道の建築物 

○落合宿本陣 

中山道三宿のうち、唯一残る本陣は市指定史跡に指定さ

れています。かつて庄屋や問屋を兼ねていた本陣の周辺

には、現在も古い建物が数件残り、当時の面影を伝えて

います。 

 

落合石畳地区 

■落合の石畳 

歩行の便宜と道路の欠損を防ぐために設けられたもので、スギや

ヒバの林の中を苔むす石畳が続き、近世江戸の時代からの長い時間

と往来の光景をイメージできる空間となっています。 

 

 

 

 

（2）景観形成の目標イメージ 
落合宿地区 

落合宿の記憶を残すものは本陣、枡形、常夜燈、数戸の民家となっています。以下の方針

に基づき、「点」として現存する宿場町の記憶を残すものを「線」にしていくための景観形

成を図ります。 

 

 

 

 

 

 
○街道の往来が偲ばれる落合宿場町のまちなみ景観を育てて行きます。 
○落合宿本陣の建造物等と調和したまちなみ景観形成を図ります。 
○街道の建物と一体となった宿場町地区にふさわしい公共空間をつくります。 

良好な景観形成の方針（落合宿地区） 
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■落合宿のまちなみをつくる建築物の形態・意匠等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■街道の建築物の例  

※行為の制限ではありませんが、街道の建築物の特徴を取り入れた建物を推奨します。

屋根 
○勾配屋根  等 

建築設備 
○空調室外機や燃料庫

等の修景       等 

配置 
○壁面線の統一 等 

色彩・配置（全体） 
○黒・茶・白系等の落ち着いた色 
○壁面線の統一           等

高さ・形態（全体） 
○２階建て 
○平入り切妻 
○つし造り     等 

屋根 
○日本瓦 
○うだつ   等 

開口部 
○格子窓・格子戸  等 

壁面 
○下見板張壁 
○漆喰塗壁    等 

自動販売機等 
○木製格子等の自然素材に

よる修景 
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落合石畳地区 

 

 
○中山道石畳を中心とした木立のなかを抜ける街道にふさわしい景観を守ります。 
○石畳と一体となって街道の景観を形成している山林を守ります。 
○石畳を守り、育てていきます。 

良好な景観形成の方針（落合石畳地区） 

工作物 
○擁壁、水路のふたを石積、

石貼り等の自然素材 

木竹の伐採 
○道路中心から両側 10ｍの、

木竹の伐採禁止 

自動販売機等 
○木製格子等の自然素材に

よる修景 
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（3）3つの分類 

景観計画重点区域内の建築物に関して、「保全型」「整備型」「形成型」の 3 つに分類し、それ

ぞれに修景基準を設けています。「保全型」「整備型」「形成型」の修景に関する基本的な考え

方は以下の通りです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■修景基準の構成（49 頁以降） 
 
 
 
  

形成型 
街道の建築物以外（主に新しい建物） 
 
〈基本的考え方〉 
街道の建築物の良さを活かし、建築物の

高さや配置、屋根の形、デザインや色な

どを工夫する。 

整備型 
一部修景すれば街道の建築物へと復活

する 
 
〈基本的考え方〉 
保全型を見本とし、現代の生活様式や店

づくりに応じて柔軟に修景を行う。 

保全型 
主に街道の建築物（江戸期以前の中山道

宿場町に特徴的な意匠を用いた建築物） 
 
〈基本的考え方〉 
街道の建築物の現状維持・保全を基本と

する。 
 

⑤修景基準 保全型   － 街道の建築物 
整備型   － 準・街道の建築物 
形成型   － 新しい建築物 
建築設備・付帯物など 
 

  目指すべき方向の解説 

全ての建築物が修景により保全型の街道の建築物を目指すのではなく、形成型→整備型→保全型へ

と段階的に修景を行い、ゆっくりとまちなみを揃えていきます。 
例）開口部の材質 

派手な色のアルミサッシ（形成型）→落ち着いた色のアルミサッシ（整備型）→木製（保全型） 



49

 
（4）落合宿・落合石畳地区の修景基準 

修景基準には「保全型－街道の建築物の修景基準」、「整備型－準・街道の建築物の修景基準」、

「形成型－新しい建物修景基準」、「建築設備・付帯物などの修景基準」の 4つの基準がありま

す。 

 

落合宿地区 

 
■保全型・・・街道の建築物 
項目 修景基準 頁 
素材 屋根、外壁等は木、石、瓦、板等の自然素材を使用したものとする。 53 
色彩 茶、黒、白系を用い、落ち着いた色彩とする。 53 
屋根 勾配屋根とする。 56 
壁面 現状の壁面位置、街道の建造物の特徴である意匠の保持を心がけ、現状の

様式を保全する。やむを得ず改修する場合には現状の景観を損なわないよ

うにする。 

58 

開口部 街道の建築物の特徴を保持している建具を尊重する。やむを得ずアルミサ

ッシを用いる場合は、出格子などの内側に入れたり、まちなみに調和する

色調・意匠とする。 

59 
 

塀・門 街道の建築物の特徴を保持している塀・門を尊重する。 61 
 
■整備型・・・準・街道の建築物 
項目 修景基準 頁 
素材 屋根、外壁等は木、石、瓦、板等の自然素材を使用したものとする。 53 
色彩 茶、黒、白系を用い、落ち着いた色彩とする。 53 
外観輪郭 外観をパラペット等で覆わず、庇を復元するなど街道の建築物の輪郭を保

全する。 
54 

屋根 勾配屋根とする。 56 
庇 華美な意匠とならないようまちなみに調和したものとし、街道の建築物の

意匠を活用する。 
57 

壁面 元の壁面位置・意匠への復元を心がけ、街道の建造物の様式を保全又はと

りいれる。やむを得ない場合にはまちなみに配慮したものとする。 
58 

開口部 街道の建築物の特徴を保持している建具を尊重する。やむを得ずアルミサ

ッシを用いる場合は、出格子などの内側に入れたり、まちなみに調和する

色調・意匠とする。 

59 

塀・門 街道の建築物の特徴を保持している塀・門を尊重する。 61 
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■形成型・・・新しい建築物 

項目 修景基準 頁 
素材 屋根、外壁等は木、石、瓦、板等の自然素材を使用したものとする。 62 
色彩 茶、黒、白系を用い、落ち着いた色彩とする。 62 
配置 道路境界線から一定の距離を持った位置に壁面線を統一させ建物を配置

する。建物が後退する場合は木製、石積、漆喰塗等の門塀及び生垣等で壁

面線をつくる。 

63 

高さ ２階建ての以下を原則とし、中山道に面する 3 階以上の部分は 2 階建部分

を後退させ圧迫感の軽減に努める。また、隣接する軒の高さを統一させる。 
64 

屋根 うだつ、つし造り等の街道の建築物の意匠を取り入れる。街道の建築物の

屋根勾配を基本とする。 
64 

壁面・ 
開口部 

格子窓、格子戸、漆喰塗壁、下見板張壁等の街道の建築物の意匠を取り入

れる。 
66 

塀・柵・

門 
コンクリートブロックや金属類が露出することは避け、まちなみに調和し

たものとする。 
69 

 
■建築設備・付帯物など 
項目 修景基準 頁 
建築設備 空調室外機や燃料庫等の建築設備は木製格子枠で修景する。道路から見え

ない位置への設置に努める。 
70 

青空駐車

場 
道路に面した駐車場は街道の建築物の様式の柵や塀、植栽を設置するな

ど、まちなみの連続性やうるおいに配慮する。 
71 

広告板・

看板 
位置、大きさ、意匠、色彩に配慮する。看板類の大きさは建物の外観形態

を隠さない程度にし、まちなみに調和したものとする。 
統一デザインを取り入れる場合はその基準を遵守する。 

72 

自動販売

機等の付

属物 

道路から容易に見通せる位置にある自動販売機、冷蔵庫等については、木

製格子枠等の自然素材による修景を行う。 
73 

車庫 車庫の開口部は、格子戸、下見板張りなどの意匠とするなど、まちなみと

調和を図る。スチールシャッターなどが露出することを極力避ける。 
74 

工作物 擁壁、水路のふたは石積、石張り等の自然素材を使用したものとする。 75 
案内板、

街路灯等 
宿場町のまちなみ景観に調和し、統一の意匠を用いることで一体感を演出

する。 
76 

緑のしつ

らい 
まちなみの統一感を演出するため、敷地と道路、水路等との調和を図る緩

衝として花や緑の植栽を推進する。また、敷地内に古木がある場合には、

保全に心がける。 

77 
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落合石畳地区 

 
 
項目 修景基準 頁 
自動販売

機等の付

属物 

道路から容易に見通せる位置にある自動販売機、冷蔵庫等については、木

製格子枠等の自然素材による修景を行う。 
78 

工作物 擁壁、水路のふたは石積、石張り等の自然素材を使用したものとする。 79 
案内板 宿場町のまちなみ景観に調和し、統一の意匠を用いることで一体感を演出

する。 
80 

木竹の伐

採 
中山道石畳沿道の道路中心から両側 10ｍについて、木竹の伐採をしない

ようにする。やむを得ず伐採する場合には最小限に止め、中山道石畳が露

出しないように配慮する。ただし石畳の保全上必要と市長が認めたもの及

び通常の管理上必要な伐採、間伐等はこの限りではない。 

81 

 



52
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落合宿地区 

（5）落合宿・落合石畳地区のまちなみ景観形成の手法・まちなみ修景事例 

 
《 落合宿地区 》 
 
保全・整備型の修景の解説・・・街道の建築物および準・街道の建築物 

落合宿地区の歴史や文化を今に伝える各時代の街道の建築物がもつ多様な様式・特徴を受

け継ぎ、これらを活かしつつ機能に則して柔軟に修景することが大切です。 
 

素材・色彩 街道の建築物 
 
基 準 － 素材 
屋根、外壁等は木、石、瓦、板等の自然素

材を使用したものとする。 

現存する街道の建築物に使われている素材

は、落合の長い歴史の中で育まれ風土に馴染ん

だもので、時間とともに味わいが増してきます。 
 
基 準 － 色彩 
茶、黒、白系を用い、落ち着いた色彩とす

る。 

街道の建築物は、無彩色か茶系を基調として

います。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さ

い） 

 
●色彩のイメージ 

 外壁に無彩色や茶系を用いることにより、落ち着きを与えます。派手な色彩の外壁は良

好な景観の妨げになります。 

良い例 悪い例 

屋根・外壁の色彩例（上記写真のマンセル値）

    （色相）／（明度）／（彩度） 

屋根   7.5BG ／  4.4   ／ 2.0 

外壁     N ／  9.3   ／ -  
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落合宿地区 

 
外観輪郭 街道の建築物 

 
基 準 － 外観輪郭 
外観をパラペット等で覆わず、庇を復元す

るなど街道の建築物の輪郭を保全する。 

原型のファサードを再生することを基本とし、

原型が不明の場合は周囲の街道の建築物を参

考にし、まちなみとの調和に配慮した改修を推

奨します。 
 
●外部輪郭 
【つし造り】 

街道の建築物の特徴である２階部分が

低い「つし造り」が見られます。 

【二重屋根】 

本屋根と庇状の屋根が低く重なった平

屋が多く見られます。 

【出し梁造り】 

２階部分が前に突き出た「出し梁造り」

が見られます。 

 
●外部輪郭の素材・色彩 

 屋根、外壁等には木、石、瓦、板等の自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色

彩を用いてまちなみを形成します。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 
 
●パラペット撤去の事例 
 街道の建築物には過去の改修で外観が変わっている場合があるので、原型のファサード

を再生することを基本とし、原型が不明な場合は周囲の街道の建築物を参考にします。 
 

 

 

 
 

  

HP「町家の再生と活用」参照 

二重屋根 

つし造り 

出し梁造り 
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落合宿地区 

●看板撤去のシミュレーション 
 
 （修正前） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 （修正後） 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

○× 商店

○× 商店

看板撤去 

格子窓・戸の設置 木製等の看板設置 

庇の復元 
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落合宿地区 

 
屋根 街道の建築物 

 
基 準 － 屋根 
勾配屋根とする。 

落合宿地区の街道の建築物の屋根形態には

以下に揚げる特徴があります。壁面線の並びと

ともに、それらが道路の家並みの連帯感・一体

感をつくりだし、美しいまちなみを構成する要

素です。 

 
●切妻・平入り 

街道の建築物は道路と平行に棟を通した

切妻屋根で、玄関が道路に面して設けられお

り、隣家と妻側を接して建てています。妻入

り屋根や陸屋根や急勾配屋根がまちなみの

中に混在するとまちなみの連続性を失われ

ます。 

 
●勾配屋根 

現状もしくは街道の建築物の勾配を基準

とします。 

 
●屋根瓦の種類・色彩 

 屋根瓦は左下のような光沢を抑えた黒色系の日本瓦を基準とします。派手な色彩の洋風

瓦はまちなみの景観を阻害します。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

 

 

 

 
 

良い例 

悪い例 

悪い例 

悪い例 

日本瓦（桟瓦葺き等） 

 
 
 

良い例 

洋風瓦 

 
 
 

悪い例 
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落合宿地区 

 

庇（ひさし） 街道の建築物 
 
基 準 － 庇 
華美な意匠とならないようまちなみに調

和したものとし、街道の建築物の意匠を活

用する。 
街道の建築物では、庇の出が大きな特徴とな

っています。庇は雨の進入や日照を妨ぎ、通風

を確保する日本の風土をふまえた知恵であり、

雨宿りや立ち話が出来る場所でもあります。そ

して、隣家とほぼ同じ高さで庇のラインが通る

ことによって美しく連続性のあるまちなみが

形成されます。 
 
●軒の高さの統一 

隣接する家屋と軒庇の高さの統一に努め

ます。 

軒の高さは 3～3.6ｍ程度が用いられてい

ます。 

 

●庇の勾配 

現状もしくは街道の建築物の勾配を基準

とします。 

 

●庇瓦の種類・色彩 

屋根瓦は左下のような黒色系の日本瓦とし、光沢が抑えたものを基準とします。（色彩基

準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

 

 

 

 

 
 
 

良い例 

日本瓦（桟瓦葺き等） 

 
 
 

良い例 

洋風瓦 

 
 
 

悪い例 

3
～
3.6
ｍ
程
度 
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落合宿地区 

 

壁面 街道の建築物 
 
基 準 － 壁面 
（保全型） 
現状の壁面位置、街道の建造物の特徴であ

る意匠の保持を心がけ、現状の様式を保全

する。やむを得ず改修する場合には現状の

景観を損なわないようにする。 
（整備型） 
元の壁面位置・意匠への復元を心がけ、街

道の建造物の様式を保全又はとりいれる。

やむを得ない場合にはまちなみに配慮し

たものとする。 
街道の建築物の壁面の様式は以下に揚げる

特徴があります。街道の建築物の壁面の様式を

保全又は取り入れる修景に努めます。 

 
●正面壁面の形状 

【漆喰塗壁】 

2 階部分に白色の漆喰塗り仕上げを用い

て、まちなかに豊かな表情を演出していま

す。 

【板張壁】 

漆喰壁とあわせた板張壁が多く見られ

ます。 

 
●妻壁面の形状 

妻壁において土壁を風雨から守るために、

その土壁表面に漆喰と杉板を張った形状を

用いています。 

 
●壁面の材質・色彩 

壁面には木、石、瓦、板等の自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用い

てまちなみを形成します。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい）
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落合宿地区 

 

開口部 街道の建築物 
 
基 準 － 開口部 
街道の建築物の特徴を保持している建具

を尊重する。やむを得ずアルミサッシを用

いる場合は、出格子などの内側に入れた

り、まちなみに調和する色調・意匠とする。 
街道の建築物には、1 階部分の格子や出格子、

2 階部分のせいろ窓や格子付き窓などの意匠が

施されています。 

 
●開口部の形状 

【格子】 

落合宿地区において下図のような縦線を基調とした格子の形状が主に用いられていま

す。これらを基準とし、開口部の修景に努めます。 

 

 

  

 

 

【出格子】 

街道の建築物には出格子が多く用いられており、落合宿の大きな特徴となっています。 

  

  

 

 

 

 

 

一階部分 
窓と格子の間に人が入れる程の空間構成

を持つものが見られる。 

二階部分 
つし造りや出し梁造りなどに用いられて

いる。 
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落合宿地区 

 
●開口部の材質・色彩 

開口部には自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用います。やむを得ず

アルミサッシ等を用いる場合は、色を黒・こげ茶とし、街道の建築物の意匠を取り入れる

かまたは修景を行います。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

   

【玄関戸】  木製戸               つや消しアルミサッシ 

 

 
 
 
 
 
 

 

【窓】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つや消し黒・茶 等 

格子が細かいもの 

引き違い戸型の面格子 

一般サッシ 

標準の格子 

良い例 

悪い例 

ラティス格子（斜め形・正方形） 
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落合宿地区 

 

塀・門 街道の建築物 
 
基 準 － 塀・門 
街道の建築物の特徴を保持している塀・門

を尊重する。 

街道の建築物と調和した和瓦葺き、漆喰塗、

腰板などによる意匠となっています。街道の建

築物のまちなみを崩さないように、周囲の景観

との調和を図るよう工夫します。 

 
●塀・門の配置 

塀をまちなみの連続感を途切れないよう

に配置します。 

 

 

 
●塀・門の材質・色彩 

塀・門には木、石、瓦、板等の自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用

います。コンクリートブロック塀やネットフェンスの設置は避け、下図のように仕上げ材

等を工夫します。 

 

 

良い例 

コンクリートブロック塀も瓦を乗せた
り、塗装したり、板を張ることなどの工
夫をする。 

コンクリート 

漆喰、板張 等

瓦 
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落合宿地区 

 
形成型の修景基準の解説・・・新しい建築物 

落合宿地区内には新しい建物が増えています。こうした新しい建物が、街道の建築物の良

さを活かし、建物の高さや配置、屋根の形、デザインや色など工夫することで、落合宿らし

いまちなみとして調和を図っていくことが大切です。 
 

素材・色彩 新しい建物 
 
基 準 － 素材 
屋根、外壁等は木、石、瓦、板等の自然素

材を使用したものとする。 

 

 

 

 

茶、黒、白系を用い、落ち着いた色彩としま

す。なお、着色していない木材等はこの限りで

はありません。（色彩基準の詳細は 149 頁をご

覧下さい） 
 
 

街道の建築物の素材・色彩の良さを生かし、これらとの調和を図ることで連続感・一体

感のあるまちなみが形成され、落合宿らしいまちなみをより印象づけます。新建材を用い

る場合は、光沢のない材料にするなど、材質や色彩についてまちなみに馴染むものを選ぶ

ことに努めます。 

なお、個々に選んだ建材が建ててみると統一感に乏しい、ということにならないように、

全体的な素材の調和（デザイン）に配慮します。 

基 準 － 色彩 
茶、黒、白系を用い、落ち着いた色彩とす

る。 
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落合宿地区 

 

配置 新しい建物 
 
基 準 － 配置 
道路境界線から一定の距離を持った位置

に壁面線を統一させ建物を配置する。建物

が後退する場合は木製、石積、漆喰塗等の

門塀及び生垣等で壁面線をつくる。 
隣接する建物の位置にあわせて壁面を設け、

2 階はつし造り、総 2 階の様式が街道の建築物

で多く用いられています。 

前庭や駐車場により建物を後退させる場合

は、連続性を保つための塀・植栽などを設けま

す。 

 

 

 
 
 
 

 
●商業店舗の駐車場の配置 

商業店舗の駐車場は建物の裏側に配置す

ることに努めます。やむを得ず駐車場を建物

の前面に配置する場合は、木製などの自然素

材を使った出入り口とすることに努めます。

また、出入り口を簡易な門で囲うだけでも連

続性が確保できます。 

 

壁面線を揃えたり、
塀や植栽を設けるこ
とにより連続性を保
つ 

良い例 

悪い例 

出入口を瓦葺き、木
製などの自然素材を
設けることにより、
まちなみと調和する 

出入口を簡易な木製
の門で囲むだけでも
まちなみの連続性が
保たれる 
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落合宿地区 

 
高さ・屋根 新しい建物 

 
基 準 － 高さ 
２階建ての以下を原則とし、中山道に面す

る3階以上の部分は2階建部分を後退させ

圧迫感の軽減に努める。また、隣接する軒

の高さを統一させる。 
 
基 準 － 屋根 
うだつ、つし造り等の街道の建築物の意匠

を取り入れる。街道の建築物の屋根勾配を

基本とする。 
高さは周囲に馴染むよう配慮し、街道の建築

物と同様の平入り勾配屋根とすることに努め

ます。 

街道の建築物は 2 階建までのものが多く、ま

た日本瓦葺きの屋根や庇が揃うことで、美しい

連続性のあるまちなみが形成されます。 

 

●切妻・平入り 

街道の建築物は道路と平行に棟を通した

切妻屋根で、玄関が道路に面して設けられお

り、隣家と妻側を接して建てています。妻入

り屋根や陸屋根や急勾配屋根がまちなみの

中に混在するとまちなみの連続性を失われ

ます。 

 
●勾配屋根 

現状もしくは街道の建築物の勾配を基準

とします。 

 

 

中山道に面する 3 階
以上の部分は 2 階建
部分から後退させる

角地での屋根・庇の形態に
配慮し、入母屋造りにする
と壁面の味気なさが軽減さ
れる 

屋根の形態を揃える
ことでまちなみの連
続感を与える 

良い例 

悪い例 

悪い例 

悪い例 
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落合宿地区 

 
●屋根瓦の種類・色彩 

屋根瓦は左下のような光沢を抑えた黒色系の日本瓦を基準とします。派手な色彩の洋風

瓦はまちなみの景観を阻害します。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

 

 

 
 
 
 
 
●軒の高さの統一 

隣接する家屋と軒庇の高さの統一に努め

ます。 

街道の建築物の軒の高さは 3～3.6ｍ程度

が用いられています。 

 
●庇の勾配 

現状もしくは街道の建築物の勾配を基準

とします。 

 

日本瓦（桟瓦葺き等） 

 
 
 

洋風瓦 

 
 
 

良い例 悪い例 

良い例 

3
～
3.6
ｍ
程
度
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落合宿地区 

 
壁面・開口部 新しい建物 

 
基 準 －壁面・開口部 
格子窓、格子戸、漆喰塗壁、下見板張壁等

の街道の建築物の意匠を取り入れる。 

落合宿地区の街道の建築物は、間口は５間前

後が多く一般的です。 

街道の建築物の壁面は、格子などによって細

やかな凹凸が付加され、柔らかなリズム感のあ

るまちなみが形成されています。 

新しく建てる場合も、柱、壁、開口部は個々

に考えず、大きな面を構成する要素としてとら

えて全体をバランスよく配置することに配慮

します。 

 

 

 

 

 

 
●正面壁面の形状 

下のような街道の建築物の様式を取り入

れることに努めます。または類似した様式を

用いるなどの工夫を施します。 

【漆喰塗壁】 

2 階部分に白色の漆喰塗り仕上げを用い

て、まちなかに豊かな表情を演出していま

す。 

【板張壁】 

漆喰壁とあわせた板張壁が多く見られ

ます。 

               

新しく建てる場合、２階の高さを高くしたり、開口部を大き
くとったり、バルコニーを設けたりするケースが想定されま
す。この場合でも開口部のデザインを工夫したり、バルコニ
ーを建物の中に入れ込み通りから見えにくくするなど、新し
い生活様式と街道の建築物がなじむ方法はあります。 
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落合宿地区 

 
●妻壁面の形状 

街道の建築物の妻壁において土壁を風雨

から守るために、その土壁表面に漆喰と杉板

を張った形状を用いています。この街道の建

築物の様式を取り入れることに努めます。 

 

 
●壁面の材質・色彩 

壁面には木、石、瓦、板等の自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用い

てまちなみを形成します。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

 
●開口部の形状 

【格子】 

本地区において下図のような縦線を基調とした格子の形状が主に用いられています。

このような街道の建築物の意匠を取り入れることに努めます。 

 

 

  

 

 

【出格子】 

街道の建築物には出格子が多く用いられており、落合宿の大きな特徴となっています。

このような街道の建築物の意匠を取り入れることに努めます。 

  

  

 

 

 

 

 

一階部分 
窓と格子の間に人が入れる程の空間構成

を持つものが見られる。 

二階部分 
つし造りや出し梁造りなどに用いられて

いる。 
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落合宿地区 

 
●開口部の材質・色彩 

開口部には自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用います。やむを得ず

アルミサッシ等を用いる場合は、色を黒・こげ茶とし、街道の建築物の意匠を取り入れる

かまたは修景を行います。（色彩基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

   

【玄関戸】  木製戸               つや消しアルミサッシ 

 

 
 
 
 
 
 

 

【窓】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つや消し黒・茶 等 

格子が細かいもの 

引き違い戸型の面格子 

一般サッシ 

標準の格子 

良い例 

悪い例 

ラティス格子（斜め形・正方形） 
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落合宿地区 

 

塀・柵・門 新しい建物 
 
基 準 － 塀・柵・門 
コンクリートブロックや金属類が露出す

ることは避け、まちなみに調和したものと

する。 
道路に面する塀・柵・門は、まちなみにいろ

いろな表情を演出します。街道の建築物のまち

なみの雰囲気を崩さないよう、周囲の景観との

調和を図るように工夫します。 

 

 
 
 
●塀・門・柵の配置 

塀・門・柵をまちなみの連続感を途切れないように配置します。 

 

 
 

 
 
 
 
 
●塀・門・柵の材質・色彩 

コンクリートブロックや金属類が露出す

ることは避け、塀・門・柵は木、石、瓦、板

等の自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調

とした色彩を用います。 

 

 

 

 
 
 

コンクリート 

漆喰、板張 等

瓦 

良い例 良い例 

コンクリートブロック塀も瓦を乗せたり、塗装
したり、板を張ることなどの工夫をする。 
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落合宿地区 

 
建築設備・付帯物などの修景の解説 

建築設備、車庫や駐車場、自動販売機などは、現代生活を営む上でなくてはならないもの

となっています。しかし、道路からみえるところに露出していては、街道の建築物のまちな

みの表情や連続性を阻害してしまいます。こうした建築設備や付帯物などについては、街道

の建築物のまちなみに配慮する工夫が必要です。 
 

建築設備 建築設備・付帯物など 
 
基 準 － 建築設備 
空調室外機や燃料庫等の建築設備は木製

格子枠で修景する。道路から見えない位置

への設置に努める。 
空調室外機などの建築設備はその室外機な

どがむき出しになっていると、まちまみの表情

を崩してしまいます。 

 
●建築設備の配置 

外観を阻害しないように、道路側のファサ

ードに設けずに裏手に配置するなどの工夫

をします。 

 
●目隠しの形態 

建築設備を道路側のファサードに設ける

場合には、木製などの外観に調和したもので

囲みます。また、室外機を外壁等と同色に塗

るなどの工夫をします。 

 
●目隠しの材質・色彩 

目隠しには木、石、瓦、板等の自然素材を

使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用

います。 

また、室外機に色を塗るなどの工夫をしま

す。 

 
 
 

Bad（悪い例） 

Good(良い例) 

横線を基調とした 
和風格子 

正方形の 
ラティス格子 
 

格子なし 
斜めラティス格子 
 

室外機に目隠しを施し、周囲の景観に調和している

Great（推奨） 

縦線を基調とした和風格子 
壁面と同色に塗った室外機 

通りから望見でき

なくした室外機 
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落合宿地区 

 
 
青空駐車場 建築設備・付帯物など 

 
基 準 － 青空駐車 
道路に面した駐車場は街道の建築物の様

式の柵や塀、植栽を設置するなど、まちな

みの連続性やうるおいに配慮する。 
街道の建築物の様式の塀などを設置すると、

まちなみの連続性が生まれます。 
 
●塀・柵・植栽の配置 

塀・柵、植栽等をまちなみの連続感を途切

れないように配置します。 

 

 
 

●商業店舗の駐車場の配置 

商業店舗の駐車場は建物の裏側に配置す

ることに努めます。やむを得ず駐車場を建物

の前面に配置する場合は、木製などの自然素

材を使った出入り口とすることに努めます。

また、出入り口を簡易な門で囲うだけでも連

続性が確保できます。 

 
 

●塀・柵の材質・色彩 
塀・門には木、石、瓦、板等の自然素材を

使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用

います。コンクリートブロック塀やネットフ

ェンスの設置は避け、下図のように仕上げ材

等を工夫します。 

 

 

 

 

コンクリート 

漆喰、板張 等

瓦 

良い例 良い例 

コンクリートブロック塀も瓦を乗せた
り、塗装したり、板を張ることなどの工
夫をする。 

出入口を瓦葺き、木
製などの自然素材を
設けることにより、
まちなみと調和する 

出入口を簡易な木製
の門で囲むだけでも
まちなみの連続性が
保たれる 
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落合宿地区 

 
 

広告物・看板 建築設備・付帯物など 
 
基 準 － 広告板・看板 
位置、大きさ、意匠、色彩に配慮する。看

板類の大きさは建物の外観形態を隠さな

い程度にし、まちなみに調和したものとす

る。統一デザインを取り入れる場合はその

基準を遵守する。 
広告物・看板は店舗などではその建物の顔で

あり、表札のようなものです。また、通りの賑

わいをつくってくれます。それだけに全体の雰

囲気を損なわない工夫が必要です。 

 
 
●広告板・看板の配置 
屋上に広告板・看板の設置は避ける。 

 
●広告板・看板の材質・色彩 
街道の建築物の外観と調和した、木、石、

瓦、板等の自然素材を使用し、無彩色か茶系

を基調とした色彩を用います。 

 

 

 
 

木製等の看板により、街道の建築物と調和し
た景観となっている。 

× 

○ 

○ 
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落合宿地区 

 

自動販売機等の付属物 建築設備・付帯物など 
 
基 準 － 付属物 
道路から容易に見通せる位置にある自動

販売機、冷蔵庫等については、木製格子枠

等の自然素材による修景を行う。 
生活様式の変化に伴い、自動販売機やゴミ置

き場などの付帯物が増加しつつありますが、こ

れらのものを道路に面して露出せず、格子など

で囲う、また色やデザインを配慮するなど、ま

ちなみと調和するよう工夫します。 

 

●目隠しの形態 

木製格子枠などの外観に調和したもので

囲みます。 

 

●目隠しの材質・色彩 

目隠しには木などの自然素材を使用した

ものとし、無彩色か茶系を基調とした色彩を

用います。 

また、付属物に落ち着いた色を塗るなどの

工夫をします。 自然素材により修景した自動販売機 

屋内に配置した自動販売機 
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落合宿地区 

 
車庫 建築設備・付帯物など 

 
基 準 － 車庫 
車庫の開口部は、格子戸、下見板張りなど

の意匠とするなど、まちなみと調和を図

る。スチールシャッターなどが露出するこ

とを極力避ける。 
まちなみとして連続性を保つためには、車庫

に戸をつけるなどの工夫が必要です。また、や

むを得ずスチールシャッターなどを使用する

場合には、デザインや材質・色彩などに配慮し、

街道の建築物のまちなみとの調和を図る工夫

が必要です。 

 

●車庫の形態 

木製戸などの外観に調和したもので囲むなどの工夫をします。 
 
●車庫の材質・色彩 

目隠しには木等の自然素材を使用し、無彩色か茶系を基調とした色彩を用います。（色彩

基準の詳細は 149 頁をご覧下さい） 

 

●車庫のシミュレーション 
（修正前）              （修正後） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

網入りガラス戸の場合は、つや消し黒、目の細

かい格子、半透明のガラス戸が望ましい 

格子の車庫扉を設置 
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落合宿地区 

 

工作物 建築設備・付帯物など 
 
基 準 － 工作物 
擁壁、水路のふたは石積、石張り等の自然

素材を使用したものとする。 

擁壁や水路などのデザインや材質・色彩など

に配慮し、まちなみに馴染む工夫が必要です。 
 
●擁壁、水路の素材 

無機質なコンクリート擁壁・水路は避け、

自然石等を用いた石積み擁壁・水路に努めま

す。 

また、擁壁、水路に緑化を施すことにより、

まちなみに調和します。 

 
●水路のふたの材質・色彩 

水路にふたをする場合は、下の写真のよう

な石張りの材質を用いることに努めます。 

石の素材そのものの色を基調とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落合水路地図 



 

76
落合宿地区 

 
案内板、街路灯等 建築設備・付帯物など 

 
基 準 － 案内板、街路灯等 
宿場町のまちなみ景観に調和し、統一の意

匠を用いることで一体感を演出する。 

案内板や街路灯などのデザインや材質・色彩

などを落合宿地区で統一を図り、まちなみに馴

染む工夫が必要です。 
 

●案内板・街路灯の形態 

外観に調和したものとします。案内板に屋

根などをつけ、宿場町のまちなみを演出に努

めます。 

 
●案内板・街路灯の材質・色彩 

木、石、瓦、板等の自然素材を使用したも

のや無彩色か茶系を基調とした色彩を用い

ます。 
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落合宿地区 

 

緑のしつらい 建築設備・付帯物など 
 
基 準 － 緑のしつらい 
まちなみの統一感を演出するため、敷地と

道路、水路等との調和を図る緩衝として花

や緑の植栽を推進する。また、敷地内に古

木がある場合には、保全に心がける。 
玄関や門、または窓やベランダにプランター

等を設置して、まちなみにアクセントをつけま

す。また、季節の変化が楽しめるように演出し

ます。 

 
●緑の配置 

まちなみの連続感を途切れないように植

栽を配置します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

良い例 

お隣どうしが意識しあい、建物、塀、柵、
植栽の配置を工夫して、連なりが感じら
れるまちなみをつくります。 
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落合石畳地区 

 
《 落合石畳地区 》 

 
自動販売機等の付属物 落合石畳地区 

 
基 準 － 自動販売機等 
道路から容易に見通せる位置にある自動

販売機、冷蔵庫等については、木製格子枠

等の自然素材による修景を行う。 
自動販売機等は木製格子枠等の修景を行い、

石畳の沿道景観と調和を図ります。 

 

●目隠しの形態 

木製格子枠などの外観に調和したもので

囲みます。 

 
●目隠しの材質・色彩 

目隠しには木などの自然素材を使用した

ものとし、無彩色か茶系を基調とした色彩を

用います。 

また、付属物に落ち着いた色を塗るなどの

工夫をします。 
自然素材により修景した自動販売機 



 

79

 

落合石畳地区 

 

工作物 落合石畳地区 
 
基 準 － 工作物 
擁壁、水路のふたは石積、石張り等の自然

素材を使用したものとする。 

擁壁や水路などは統一したデザイン・材質・

色彩などを用い、石畳の連続性を確保します。 
 
●擁壁、水路のふたの材質・色彩 

水路にふたを設ける場合は、下の写真のよ

うな石張りの材質を用い、石の素材そのもの

の色を基調とします。 
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落合石畳地区 

 
案内板 落合石畳地区 

 
基 準 － 案内板 
宿場町のまちなみ景観に調和し、統一の意

匠を用いることで一体感を演出する。 

案内板のデザイン・材質・色彩などを落合石

畳地区で統一を図り、石畳の景観に馴染むよう

に努めます。 
 

●案内板の形態 

中山道の雰囲気に調和したものとします。

案内板に屋根などをつけ、宿場町のまちなみ

を演出することに努めます。 

 
●案内板の材質・色彩 

木、石、瓦、板等の自然素材を使用したも

のや無彩色か茶系を基調とした色彩を用い

ます。 
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落合石畳地区 

 

木竹の伐採 落合石畳地区 
 
基 準 － 木竹の伐採 
中山道石畳沿道の道路中心から両側 10ｍ
について、木竹の伐採をしないようにす

る。やむを得ず伐採する場合には最小限に

止め、中山道石畳が露出しないように配慮

する。ただし石畳の保全上必要と市長が認

めたもの及び通常の管理上必要な伐採、間

伐等はこの限りではない。 
石畳沿道は基本的には木竹の伐採を行わず、

石畳の景観を保全します。 

 
 ●通常の管理上必要な伐採、間伐 

・ 除伐、間伐、整枝その他木竹の保育のために通常行われる木竹の伐採 

・ 枯損した木竹又は危険な木竹の伐採 

・ 自家の生活の用に充てるために必要な木竹の伐採 

・ 仮植した木竹の伐採 

・ 測量、実施調査又は施設の保守の支障となる木竹の伐採 
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